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録
(
二
)
1

『
山
陰
新
聞
』
帳
道
の
二
仏
人
の
教
え
子
達
の
活
躍

山
口
半
六
・
梅
謙
次
郎
・
落
合
豊
三
郎
・
竹
内
平
太
郎
篇

『
山
陰
新
聞
』
は
明
治
十
五
(
一
八
八
ι
年
創
刊
で
あ
る
。
明
治
三
(
一

八
七
0
)
年
来
松
の
二
人
の
フ
ラ
ン
ス
人
(
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
と
ヴ
ァ
レ
ッ
ト
)

主
刀

ー
{

の
教
え
子
達
の
う
ち
、
瀧
野
多
三
郎
、
澁
川
忠
二
郎
に
関
す
る
広
告
や
記
事
は
、

前
者
っ
ま
り
、
瓏
野
多
三
郎
に
つ
い
て
は
、
早
く
も
明
治
十
五
(
一
ハ
ハ
ニ
)

π
②

年
六
月
二
十
五
日
、
後
者
1
澁
川
忠
二
郎
1
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
よ
り
半
年
後

1
明
治
十
六
(
一
八
八
三
)
年
二
月
十
七
日
1
に
見
出
さ
れ
る
。
し
か
し
、
そ

れ
等
は
主
と
し
て
営
業
や
帰
郷
に
つ
い
て
の
広
告
で
あ
り
、
か
つ
、
瀧
野
多
三

)し

任
劇

郎
に
つ
い
て
は
、
既
に
か
な
り
詳
細
に
履
歴
・
事
績
な
ど
報
告
ず
み
で
あ
る
。

注
④

一
方
、
澁
川
忠
二
郎
に
つ
い
て
は
、
『
澁
川
忠
二
郎
翁
伝
』
が
存
在
す
る
に
も
拘

)し

ら
ず
、
そ
れ
と
は
別
な
観
点
か
ら
、
よ
り
詳
細
に
調
査
し
た
く
考
え
て
い
る
。

)し

従
っ
て
今
回
入
手
の
資
料
も
、
後
日
活
用
し
た
い
。
本
稿
で
は
右
記
両
人
に
つ

い
て
は
述
べ
な
い
こ
と
と
す
る
。

山
口
半
六
・
梅
謙
次
郎
・
落
合
豊
三
郎
・
竹
内
平
太
郎
の
四
名
が
、
本
稿
標

題
で
企
図
す
る
調
査
の
対
象
で
あ
る
。
し
か
し
、
最
初
の
山
口
半
六
に
つ
い
て

は
『
山
陰
新
聞
』
途
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
非
常
に
少
な
い
。
そ
れ
は
彼
の

活
動
分
野
1
建
築
1
が
、
報
道
の
対
象
と
し
て
は
、
当
時
は
あ
ま
り
と
り
あ
げ

ら
れ
な
い
も
の
で
あ
っ
た
し
、
彼
の
活
動
が
当
地
と
関
係
が
少
な
か
っ
た
こ
と

に
ょ
る
と
思
わ
れ
る
。
他
日
、
他
の
地
方
紙
及
び
全
国
紙
を
調
査
し
て
補
い
た

い
と
考
え
て
い
る
。

今
回
主
と
し
て
調
査
対
象
と
な
っ
た
の
は
、
結
局
、
梅
謙
次
郎
・
落
合
豊
三

・
竹
内
平
太
郎
の
三
名
と
な
る
。
し
か
も
、
後
の
二
人
は
軍
人
で
あ
り
、
日

清
・
日
露
の
両
戦
役
で
の
両
名
の
活
躍
气
彼
等
が
関
係
し
た
分
野
即
ち
軍
事

゛
)
、か

、
当
時
は
新
聞
報
道
を
専
ら
賑
わ
し
た
も
の
で
あ
っ
た
た
め
、
い
き
お
い
こ

の
二
人
に
つ
い
て
の
一
言
及
が
最
も
多
く
な
る
。
こ
れ
を
前
以
っ
て
申
し
誓
て

置
く
。既

述
の
と
お
り
い
ろ
い
ろ
と
留
保
つ
き
で
は
あ
る
が
、
と
り
あ
げ
ら
れ
る
四

氏
に
つ
い
て
の
『
山
陰
新
聞
』
の
概
況
を
次
に
、
ま
ず
示
す
。

)し

、一
、
明
治
二
十
二
年
(
一
八
八
九
)
二
月
十
三
日
の
梅
謙
次
郎
に
つ
い
て
の

記
事
が
最
初
で
あ
る
。

一
弌
明
治
二
十
四
年
(
一
八
九
 
J
 
年
の
官
博
士
の
記
事
が
そ
の
次
で
、
山

口
半
六
・
梅
謙
次
郎
両
博
士
の
名
が
見
出
さ
れ
る
。

山
陰
地
域
研
究
(
伝
統
文
化
)
第
七
号

郎

田
中
隆
二

一
九
九
一
年
三
月

九
七
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松
江
藩
お
雇
い
フ
ラ
ン
ス
人
教
師
研
究
余
録
周

三
、
日
清
戦
争
(
明
治
二
十
七
・
八
(
一
八
九
四
・
九
五
)
)
年
の
際
、
落
合

豊
三
郎
、
竹
内
平
太
郎
二
軍
人
に
つ
い
て
の
報
道
が
顕
著
で
あ
る
。

>し

四
明
治
三
十
六
(
一
九
9
己
年
、
在
東
京
島
根
県
法
政
会
に
つ
い
て
の

)し

記
事
に
梅
謙
次
郎
の
名
が
出
て
く
る
。

五
明
治
三
十
六
(
一
九
9
己
年
末
よ
り
、
同
三
十
七
交
九
0
四
年

0

は
じ
め
に
け
て
、
竹
内
平
太
郎
に
つ
い
て
の
報
道
が
多
い

)し

'
へ
日
露
戦
争
(
明
治
三
十
七
・
八
(
一
九
0
四
・
五
)
)
年
の
際
、
竹
内
平

太
郎
及
び
落
合
豊
三
郎
に
つ
い
て
記
事
頻
る
多
し
。

)し

七
、
明
治
三
十
八
(
一
九
0
五
)
年
か
ら
同
四
十
三
(
一
九
一
 
0
)
年
に
か

け
て
、
梅
謙
次
郎
に
つ
い
て
度
々
報
道
あ
り
。

ハ
、
各
人
死
亡
の
前
後
に
そ
れ
ぞ
れ
若
干
の
報
道
が
あ
る
。

右
記
概
況
を
踏
ま
え
て
、
こ
れ
か
ら
『
山
陰
新
聞
』
報
道
の
四
氏
の
活
躍
を

述
べ
て
ゅ
く
が
、
彼
等
の
生
年
月
日
順
に
、
各
人
に
つ
い
て
の
記
事
を
ま
と
め

て
こ
れ
を
行
い
た
い
。
彼
等
の
生
年
月
日
に
ょ
る
順
序
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

一
、
山
口
半
六
安
政
五
(
一
八
五
八
)
年
八
月
二
十
三
日
生
。

ニ
、
梅
謙
次
郎
万
延
元
(
一
八
六
0
)
年
六
月
七
日
生
。

一
气
落
合
豊
三
郎
文
久
元
(
一
八
六
一
)
年
二
月
二
十
九
日
生
。

四
、
竹
内
平
太
郎
文
久
二
(
一
八
六
二
)
年
十
二
月
十
八
日
生
。

一
,
、
一

ー
,
ち
、

^
,
.
、
琴
,
ダ

、
弓
、
J
D
 
ソ
,
一

田
中
隆
二

明
治
二
十
四
(
一
八
九
 
J
 
年
八
月
二

十
七
日
(
木
曜
旦
付
の
『
山
陰
新
聞
』

は
「
博
士
授
与
式
」
と
題
し
て
六
十
九
名

の
学
位
を
受
け
た
人
々
の
氏
名
を
記
し
て

口

注
矧

い
る
。
そ
の
中
に
山
口
半
六
の
名
が
あ
る
。

山

ま
た
、
右
の
記
事
に
隣
接
し
て
「
北
尾

新
博
士
へ
の
復
籍
の
勸
告

さ
い
く
わ
う
え
い

過
日
の
學
位
授
與
式
1
際
し
て
本
縣
人
1
し
て
其
光
栄
1
與
り
た
る
ハ
北
尾
山
口
梅

こ
う
し
人
ゆ
う
え
き

森
の
四
博
士
1
て
あ
り
し
此
等
諸
氏
の
此
光
譽
を
博
せ
し
ハ
後
進
誘
掖
の
上
1
も
少

あ
人
あ
ん
り

ふ
か
ら
ざ
る
関
係
を
有
し
暗
々
裡
1
本
縣
亦
人
あ
り
と
の
實
を
散
布
走
る
に
足
る
も

の
ふ
し
と
せ
を
然
れ
ど
も
其
籍
を
問
ひ
ぱ
山
口
工
學
博
士
を
除
く
の
外
ハ
皆
ふ
其
籍

森
林
太
郎
の
こ
と
が
殆
ど
で
、
あ
と
の
三
人
に
つ
い
て
は
氏
名
が
示
さ
れ
て

い
る
だ
け
の
記
事
で
あ
る
が
、
こ
の
鴎
外
森
林
太
郎
も
「
フ
ラ
ン
ス
語
を
勉
強

し
た
島
根
県
人
」
と
し
て
、
稿
者
の
調
査
の
射
程
内
に
入
っ
て
来
る
こ
と
も
あ

ろ
う
か
と
考
え
、
敢
て
引
用
し
た
。

明
治
二
十
四
(
一
八
九
こ
年
九
月
二
日
に
は
左
の
よ
う
な
記
事
も
出
て
い

る
。

九
八

山
口
、
梅
森
の
四
博
士
、
本
県
の
光
栄
」
と
あ
る
記
事
は
次
の
よ
う
に
書
か

れ
て
い
る
。
表
記
は
す
べ
て
、
新
聞
記
事
の
ま
ま
と
す
る
。
従
っ
て
、
「
マ
マ
」

は
用
い
な
い
。

J
'1

躯
拠

ゞ

喩

北
尾
次
郎
、
山
口
半
六
、
梅
謙
次
郎
の
三
氏
ハ
當
地
の
出
身
に
し
て
君
等
の
技
術

じ
ゆ
く
ち

モ
人
け
い

学
術
社
會
の
泰
斗
と
し
て
尊
敬
せ
ら
る
、
ハ
世
人
の
熟
知
せ
る
と
こ
ろ
ふ
り
森
林
太

せ
う
か
い

郎
1
至
り
て
ハ
我
乞
ふ
讃
者
J
紹
介
せ
ん
氏
ハ
鹿
足
郡
津
和
野
の
人
J
し
て
夙
に
笈

を
東
都
1
負
ひ
次
で
獨
逸
1
留
学
し
歸
朝
し
て
陸
軍
々
腎
と
爲
る
氏
や
亦
文
學
者
と

く
わ
ん
げ
い

し
て
江
湖
に
喧
傳
を
始
め
翻
譯
を
以
て
終
り
ハ
自
作
を
以
て
各
歓
迎
を
得
さ
る
ハ
ふ

け
つ
き
く

け
い
さ
い

し
彼
の
國
民
之
友
新
年
附
録
1
掲
載
せ
る
「
錘
姫
」
の
如
き
最
も
傑
作
ふ
り
と
を
「
しね

つ

み
ら
み
草
紙
」
ハ
實
1
氏
の
機
關
た
り
弟
篤
次
郎
頃
者
大
學
を
卒
業
を
氏
も
文
學
熱

し
ん心

の
一
人
ふ
り
世
林
太
郎
を
以
て
獨
逸
の
ゲ
ユ
ー
テ
ー
比
も
豈
偶
然
な
ら
ん
や

』、
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を
東
京
1
せ
り
蓋
し
本
縣
の
籍
を
有
そ
る
も
の
久
し
く
地
位
を
知
ら
し
む
る
の
便
ふ

ふ
た
人

ま
ん

く
併
せ
て
身
東
都
に
在
り
て
籍
郷
里
1
存
す
る
漫
1
租
税
二
重
の
負
擔
を
受
く
る
も

じ
じ
よ
う

ふ
た
人
お
も

の
あ
り
而
し
て
戸
籍
地
1
て
の
負
推
重
き
等
あ
り
此
等
の
事
情
或
ハ
諸
氏
を
し
て
其

籍
を
燮
せ
し
め
た
る
こ
と
あ
ら
ん
サ
レ
ト
今
日
ハ
此
等
の
事
状
全
く
之
れ
ふ
き
を
以

゛
く
せ
き

こ
く
ち

て
島
根
縣
人
倫
ん
宅
べ
か
ら
ざ
る
を
告
知
せ
ん
為
復
籍
せ
し
め
ん
と
此
の
頃
或
る

二
三
の
人
士
ハ
甘
而
告
書
を
送
る
筈
ふ
り
と
か

せ
き

山
口
半
六
に
つ
い
て
は
、
現
時
点
で
は
未
だ
入
手
し
て
い
な
い
が
、
亡
く
な
っ

た
頃
に
記
事
が
見
出
さ
れ
る
と
推
測
し
て
、
調
査
を
進
め
て
い
る
。

●
梅
謙
次
郎
氏
佛
国
里
昂
の
法
科
大
學
に
留
學
中
の
梅
謙
次
郎
氏
は
博
士
試
験

さ
い
ご

あ
い
な

し
け
人

よ
、
つ
見
ち
う

用
意
中
の
處
七
月
十
一
日
最
後
の
試
験
を
受
く
る
こ
と
に
相
成
り
た
り
右
に
付
き
同

モ
つ
げ
ふ
ろ
ん
'
ん

あ
ら

氏
の
著
は
し
た
る
卒
業
論
文
は
非
常
の
上
出
來
に
て
大
學
中
の
大
評
判
と
な
り
本
年

さ
い
ゆ
う
と
う
て
ん

き
う
が
い

力
く
き
き
ち
、
つ

の
學
期
期
中
博
士
試
験
に
及
第
し
た
る
も
の
、
中
に
於
て
第
一
等
に
位
し
最
優
等
黙

し
よ
う
て
ん

と
く

を
得
特
に
国
0
兇
超
零
一
巴
(
特
別
の
賛
僻
)
と
申
す
特
別
の
賞
黙
を
得
た
る
こ
と
は

き
ざ
い
は
う
、
た

前
琥
に
記
載
せ
し
が
今
七
月
十
四
日
裂
兌
の
里
昂
エ
キ
ス
プ
レ
ッ
ス
新
聞
を
見
る
に

九
九

ち
ゐ

り
う
が
く
ち
、
つ

と
と
す
る
。

梅
謙
次
郎
に
つ
い
て
の
最
初
の
記
事
は
「
概
要
」
で
既
述
し
た
通
り
、
明
治

)し

二
十
二
(
一
八
八
九
)
年
二
月
二
十
三
日
付
で
あ
る
。
つ
い
で
、
同
年
九
月
七

日
付
。
さ
ら
に
九
月
十
三
日
付
の
も
の
も
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
い
づ
れ
も
、
謙

次
郎
の
フ
ラ
ン
ス
留
学
及
び
学
位
授
与
等
に
つ
い
て
の
記
事
で
あ
る
か
ら
、
後

に
要
約
或
い
は
適
宜
引
用
し
て
紹
介
し
た
い
。

次
い
で
、
明
治
三
十
一
(
一
八
九
八
)
年
二
月
十
一
日
の
記
事
、
や
、
と

ん
で
明
治
三
十
六
(
一
九
9
己
年
一
月
六
日
、
同
年
十
一
月
三
十
日
の
記
事

が
見
出
さ
れ
る
。
明
治
三
十
八
(
一
九
0
五
)
年
五
月
九
貝
同
三
十
九
(
一

梅
於
郎
に
つ
い
て
の
記
事
は
非
常
に

B
 
多
い
。
と
て
も
全
部
は
本
稿
に
掲
載
で
き

な
い
。
従
っ
て
、
見
出
さ
れ
た
記
事
の
日

、
一

付
を
一
括
し
て
ま
ず
示
し
、
そ
の
後
重
要

な
も
の
の
要
旨
を
述
べ
、
引
用
す
る
に
相

応
し
い
も
の
の
み
を
本
稿
に
転
載
す
る
こ

ゞ

九
0
六
)
年
七
月
二
十
日
、
二
十
一
日
、
同
年
八
月
十
九
日
に
も
記
事
が
あ
る

が
、
短
く
て
紹
介
す
る
ほ
ど
の
内
容
で
な
い
も
の
も
あ
る
。
明
治
三
十
九
(
一

゛
)
、

九
0
六
)
年
は
謙
次
郎
に
つ
い
て
の
記
事
が
非
常
に
多
く
、
こ
の
あ
と
、
十
月

)し

七
日
、
十
月
二
十
五
日
、
同
月
二
十
八
日
、
十
一
月
十
日
、
十
一
日
、
十
三
日

と
続
く
。
渡
韓
の
記
事
が
多
い
。
明
治
四
十
(
一
九
0
七
)
年
に
は
七
月
五
貝

同
四
十
一
(
一
九
0
八
)
年
は
二
月
十
九
貝
四
月
二
日
と
少
な
い
。
明
治
四

十
三
(
一
九
一
 
9
 
年
八
月
二
十
五
日
『
山
陰
新
聞
』
は
「
梅
博
士
重
病
」
を

告
げ
、
同
月
二
十
七
日
博
士
の
逝
去
を
報
ず
る
。
そ
う
し
て
、
同
月
二
十
八
貝

三
十
日
と
梅
博
士
追
悼
の
記
事
が
掲
載
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
あ
た
り
は
記

事
原
文
を
引
用
し
た
い
。

と
こ
ろ
で
、
は
じ
め
に
戻
っ
て
明
治
二
十
二
(
一
八
八
九
)
年
二
月
十
三
日
、

同
年
九
月
七
日
及
び
十
三
日
の
記
事
に
つ
い
て
述
べ
る
が
、
こ
れ
ら
は
す
べ
て

)し

梅
謙
次
郎
が
フ
ラ
ン
ス
へ
留
学
中
で
あ
っ
た
こ
と
、
博
士
号
を
取
得
し
た
こ
と

を
述
べ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
最
後
の
も
の
が
最
も
詳
細
に
報
じ
て
い
て
、
学
位

論
文
『
和
解
論
』
の
審
査
状
況
に
ま
で
及
ん
で
い
る
。
引
用
す
る
に
は
や
や
長

す
ぎ
る
が
、
資
料
的
価
値
も
大
い
に
あ
る
と
判
断
し
て
、
全
文
を
掲
げ
る
こ
と

と
す
る
。

^
,
,
^
^
^
^
、
、

1
小
師
腎
夕
鯵
高
加
督
、

し
け
ん

山
陰
地
域
研
究
(
伝
統
文
化
)
第
七
号

一
九
九
一
年
三
月
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博
士
の
論
文
と
題
し
左
の
如
く
記
載
せ
り

我
が
法
律
大
學
校
の
座
損
せ
る
古
壁
も
今
や
衆
人
の
注
意
を
呼
ふ
に
足
る
の
證
明
人

た
る
に
至
れ
り
夫
は
當
時
我
が
里
昂
に
在
留
す
る
日
本
人
は
同
国
法
律
學
士
梅
謙
次

郎
氏
の
博
士
試
験
に
應
す
る
か
爲
め
集
會
を
催
ほ
し
た
り
梅
氏
は
郷
里
を
去
り
て
遠

く
遊
ふ
も
更
に
志
を
屈
せ
さ
る
日
本
少
年
の
一
人
に
し
て
其
の
我
邦
に
來
れ
る
は
我

が
文
明
の
語
大
を
探
り
且
っ
特
に
意
を
注
で
我
が
法
律
及
び
羅
馬
法
類
聚
の
明
文
を

研
究
せ
人
と
欲
す
る
に
因
る
氏
は
昨
日
(
七
月
十
四
日
)
を
以
て
其
曾
て
入
學
せ
る

里
昂
法
科
大
學
に
向
て
學
力
の
検
定
を
乞
へ
り
是
に
於
て
マ
ビ
ー
ル
氏
を
試
験
委
員

長
に
カ
イ
ユ
メ
ー
ル
、
ア
ッ
プ
ル
ト
ン
の
両
氏
を
之
が
陪
審
員
に
命
し
た
り
梅
氏
受

験
の
論
文
と
し
て
撰
み
し
も
の
は
日
本
民
法
草
案
と
伊
太
利
民
法
を
比
較
し
て
羅
馬

法
、
佛
國
茜
法
及
び
現
行
法
の
参
酌
論
な
り
し
か
此
の
論
文
た
る
識
見
釜
に
し
て

奇
抜
践
岩
の
所
あ
り
ア
ッ
プ
ル
ト
ン
氏
の
之
れ
に
向
て
殊
に
世
人
の
注
意
を
求
め
た

る
は
當
然
の
事
と
云
ふ
へ
レ
ア
氏
国
く
此
の
論
文
ハ
七
百
餘
パ
ー
ジ
ユ
あ
り
實
に
此

の
問
題
に
關
し
て
著
は
さ
れ
た
る
論
文
中
斯
く
の
如
く
最
も
完
全
な
る
著
述
は
あ
ら

さ
る
へ
し
と
蓋
し
此
の
賛
僻
は
忽
ち
陪
席
試
験
委
員
一
同
の
賛
僻
と
爲
り
如
何
な
る

批
評
を
以
て
す
る
も
動
か
す
能
は
さ
る
所
の
賛
僻
と
爲
れ
り
故
に
梅
氏
は
試
験
委
員

の
一
致
と
特
別
の
賛
辨
を
以
て
法
學
博
士
の
學
位
を
得
た
り

余
輩
の
今
ま
此
の
論
文
の
要
領
を
簡
略
に
摘
載
す
る
を
得
さ
れ
と
も
其
の
緒
言
中
、

日
本
立
法
上
の
情
況
を
細
論
せ
る
を
勇
で
頗
る
有
益
な
る
鼬
を
發
見
せ
る
を
以
て

之
を
左
に
抄
録
す
べ
し

論
文
の
緒
言
中
云
へ
る
あ
り
凹
く
未
た
能
く
歐
洲
諸
國
に
知
ら
れ
さ
る
我
邦
(
日
本
)

に
ハ
末
た
彼
の
民
法
な
る
も
の
無
し
回
顧
す
れ
ぱ
今
を
距
る
二
十
一
年
王
政
復
古
の

前
に
當
り
裁
判
ハ
臨
機
処
分
の
權
を
濫
用
せ
り
制
度
斯
く
の
如
く
な
る
を
以
て
時
に

或
ハ
卓
越
の
裁
判
官
を
出
キ
と
難
も
然
れ
と
も
其
の
欠
黙
あ
る
ハ
實
は
蔽
ふ
可
ら
ざ

田
中
隆
二

る
な
り
故
に
王
政
復
古
と
共
に
歐
洲
の
文
明
我
國
に
輸
入
せ
し
よ
り
以
來
佛
國
に
做

て
諸
法
律
を
編
成
せ
ん
と
す
る
の
念
を
生
し
隨
て
佛
國
を
見
て
我
か
友
邦
即
ち
最
も

好
意
を
以
て
我
が
進
歩
を
割
助
し
た
る
邦
國
の
一
と
な
せ
り
而
し
て
我
邦
の
進
歩
ハ

吾
人
以
て
不
可
思
議
の
進
歩
と
な
せ
し
程
に
て
是
ハ
歐
洲
諸
國
に
向
て
厚
く
謝
せ
、
ざ

る
べ
か
ら
さ
る
所
な
り

既
に
し
て
我
が
政
府
ハ
千
八
百
七
十
三
年
當
時
巴
里
法
科
大
學
助
教
授
に
し
て
其
の

名
佛
國
法
學
赴
會
に
錚
々
た
る
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
氏
を
聰
し
我
が
諸
法
律
草
案
完
成
の

任
に
當
ら
ん
こ
と
を
以
て
せ
し
に
氏
之
を
諾
し
來
て
之
れ
か
編
纂
に
從
事
し
我
か
刑

法
治
罪
法
及
ひ
目
下
元
老
院
に
於
て
討
議
中
な
る
民
法
草
案
を
成
せ
し
ハ
皆
な
氏
の

力
に
頼
れ
り

梅
氏
の
例
を
遂
ふ
も
の
無
し
と
云
ふ
を
得
モ
聞
く
数
月
後
ち
其
余
輩
は
今
よ
り
此
の

人
々
を
祝
し
且
っ
今
ま
最
も
好
成
績
を
得
た
る
里
昂
法
科
大
学
の
法
學
博
士
梅
氏
が

我
が
佛
國
に
對
し
て
有
す
る
報
恩
の
志
と
其
の
厚
情
と
を
有
せ
ん
こ
と
を
希
望
に
堪

へ
さ
る
な
り

明
治
三
十
一
(
一
八
九
八
)
年
二
月
十
一
日
の
記
事
は
「
親
族
相
續
両
篇
)
」

と
題
さ
た
第
十
二
議
会
に
提
出
さ
れ
る
筈
の
民
法
の
親
族
篇
・
相
続
篇
に
つ

い
て
の
解
説
で
あ
る
。
梅
法
学
博
士
奮
る
右
両
篇
の
精
神
に
つ
い
て
報
じ
て

る
。
民
法
中
の
財
産
篇
な
ど
器
理
的
に
法
文
を
案
出
し
得
る
し
、
外
国
の

い法
律
を
参
酌
し
て
完
全
な
法
を
作
ろ
う
と
す
る
時
、
其
例
を
採
る
の
に
困
難
は

な
い
が
、
親
族
篇
・
相
続
篇
等
は
自
国
の
習
慣
を
参
照
す
べ
き
も
の
な
の
で
、

立
法
の
際
最
も
苦
心
を
要
す
る
こ
と
、
法
律
を
以
て
従
来
の
悪
習
慣
は
改
め
る

必
要
が
あ
る
が
、
良
い
も
の
無
害
な
も
の
は
務
め
て
保
存
す
る
方
針
を
採
っ
て

る
こ
と
な
ど
が
説
明
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
新
法
典
の
成
分
の
一
っ
と
し
て
、

い

-
 
0
0
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結
婚
の
條
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
居
り
、
我
国
従
来
の
結
婚
の
手
続
が
杜
擬
で

あ
っ
た
た
め
、
法
律
上
面
倒
な
こ
と
が
よ
く
あ
っ
た
の
を
戸
籍
登
録
を
厳
重
に

す
る
こ
と
に
ょ
っ
て
目
疋
正
し
よ
う
と
し
て
い
る
点
な
ど
解
説
さ
れ
て
い
る
。
し

か
し
、
か
な
り
長
い
の
で
、
本
稿
に
は
原
文
は
掲
載
し
な
い
。

明
治
三
十
六
(
一
九
9
己
年
一
月
六
日
の
記
事
は
「
在
東
京
島
根
県
法
政

会
第
二
回
大
会
」
、
同
年
十
一
月
三
十
日
は
同
会
の
「
第
十
回
通
常
例
会
」
に
つ

い
て
の
も
の
で
あ
る
。
ど
ち
ら
も
来
会
者
名
、
会
長
梅
博
士
罷
話
・
講
演
を

掲
載
し
て
い
る
が
、
非
常
に
長
い
も
の
で
あ
る
。
前
者
は
法
政
会
の
沿
革
目
的

な
ど
に
つ
ぃ
て
共
た
も
の
で
あ
り
、
後
者
は
「
催
眠
術
と
刑
法
(
私
啓
業
)

と
の
関
係
」
を
説
い
て
い
る
が
、
本
稿
で
は
割
愛
す
る
。

明
治
三
十
八
(
一
九
0
五
)
年
五
月
九
日
に
は
、
「
梅
博
士
の
野
波
村
寄
附
」

た
め

が
報
じ
ら
れ
て
い
る
が
、
「
亡
君
薫
氏
追
善
の
為
薫
氏
出
生
地
」
野
波
村
へ
「
同

)し

村
出
征
軍
人
家
族
救
護
費
と
し
て
」
謙
次
郎
が
百
円
寄
附
し
た
と
い
う
も
の
で

あ
る
。明

治
三
十
九
(
一
九
0
六
)
年
七
月
二
十
日
の
記
事
に
ょ
る
气
梅
謬
郎

は
法
律
制
定
の
為
、
顧
問
官
と
し
て
韓
国
政
府
に
雇
聰
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、

近
日
中
に
そ
の
契
約
を
締
結
す
る
筈
で
あ
る
。
そ
う
し
て
、
明
治
三
十
九
(
一

九
0
六
)
年
七
月
二
十
一
日
、
「
梅
博
士
の
任
務
」
と
題
す
る
左
の
記
事
が
現
わ

れ
る
。

に
ち
ど
う
ゐ
ゐ
人
く
わ
い
ひ
ら
は
ふ
て
人
て
う
さ
は
う
は
ふ
く
わ
ん
ピ
う
は
か
せ
こ
う
わ

あ
り
十
六
日
同
委
員
會
を
開
き
法
典
調
査
の
方
法
に
闘
し
同
博
士
の
諭
詣
あ
り
た
れ

い
づ
か
く
し
ゆ
て
う
ざ
ま
く
わ
か
き
う
そ
く
え
う
ぜ
ん
じ
ち
や
く
し
ゆ

ぱ
何
れ
智
種
の
調
査
綱
目
を
分
ち
て
急
速
を
要
す
る
も
の
よ
り
漸
次
着
手
す
べ
し

●
梅
博
士
の
任
務

せ
い
ピ
く
わ
ん
モ
の
は
人
い
は
な
は
こ
う
だ
い
す
な
は
く
わ
う
し
つ
せ
い
ど
て
う
さ
く
わ
う
し
つ
て
人
ぱ
ん
き

制
度
に
關
し
て
其
範
圍
甚
だ
廣
大
な
り
即
ち
皇
室
制
度
調
査
よ
り
皇
室
典
範
の
起

モ
う
み
人
け
い
ほ
ふ
モ
う
せ
っ
さ
い
ぱ
人
し
よ
こ
う
せ
い
は
ふ
こ
く
せ
き
は
ふ
な
ら
ち
は
ふ
せ
い
ど
て
う
さ
せ
っ

草
民
刑
法
の
創
設
、
裁
判
所
機
成
法
、
國
糎
法
竝
び
に
地
方
制
度
の
調
査
及
び
設

て
い
モ
の
た
モ
ぜ
い
せ
い
ビ
お
よ
か
ん
こ
く
が
は
き
ほ
ご
と
す
で
ゐ
ゐ
ん
こ
ん
め
い

定
其
他
租
税
制
度
に
も
及
ぶ
べ
く
如
國
側
に
て
は
既
報
の
如
く
既
に
委
員
の
任
命

-
 
0
-

明
治
三
十
九
(
一
九
0
六
)
年
八
月
十
一
日
の
記
事
は
「
梅
博
士
清
国
漫
遊
」

の
予
定
を
報
じ
た
も
の
で
、
入
手
し
た
資
料
中
で
二
番
目
に
短
い
記
事
で
あ
る
。

同
年
八
月
十
九
日
は
「
梅
博
士
歓
迎
会
と
島
根
県
卵
貫
三
と
銘
打
っ
て
、
仁

川
八
阪
樓
で
開
催
さ
れ
た
韓
国
法
典
編
制
の
目
的
を
も
っ
て
来
韓
中
の
梅
博
士

の
歓
迎
会
を
兼
ね
て
行
わ
れ
た
島
根
県
人
の
懇
談
会
の
様
子
を
伝
え
て
い
る
。

注
⑥

主
だ
っ
た
出
席
者
の
氏
名
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

明
治
三
十
九
(
一
九
0
六
)
年
十
月
七
日
の
記
事
は
、

う
め
ほ
う
が
く
は
か
せ
た
ん
に
ん
て
う
さ
じ
こ
う
ほ
と
か
ん
こ
く
ぜ
ん
た
い
ほ
ふ
η
つ

梅
法
身
博
士
の
推
任
調
査
す
る
事
項
は
殆
ど
蛸
國
全
伽
の
法
律

山
陰
地
域
研
究
(
伝
統
文
化
)
第
七
号

ほ
ふ
せ
い
て
い
さ
を
は
ゆ
ふ
こ
ふ
し
ふ
わ
ん
し
や
人
は
い
む
し
ゆ
つ
ぱ
ん

●
梅
博
士
法
制
調
査
を
終
り
三
日
夕
燧
州
灣
よ
り
上
海
へ
向
け
出
帆
せ
り

と
の
み
書
い
て
あ
る
。

明
治
三
十
九
(
一
九
0
六
)
年
十
月
二
十
五
日
付
『
山
陰
新
聞
』
に
は
「
梅

り
よ

博
士
の
清
韓
談
」
が
載
っ
て
い
る
。
但
し
殆
ど
が
清
国
に
つ
い
て
で
あ
る
。
「
旅

か
う
ち
、
つ
け
ん
ぶ
ん

か
く
げ
ん
が
た

行
中
の
見
聞
で
あ
る
か
ら
確
言
し
難
い
が
ご
日
本
か
ら
「
卒
業
帰
国
せ
る
留
学

か
し
く
わ
、
つ
と
、
つ
ち
ほ
、
つ
せ
い
ぞ
て
ふ
さ

生
(
二
百
九
十
九
△
枕
し
て
好
成
準
あ
る
現
に
廣
東
に
は
地
方
政
度
調
査

モ
の
や
く
に
ん

き
よ
く

ほ
ふ
せ
い

局
と
云
ふ
の
が
あ
り
其
役
人
は
み
な
「
法
政
」
の
出
身
で
評
判
も
よ
い
。
(
後
略
)
」

な
ど
と
も
書
い
て
あ
る
。
そ
の
後
同
年
十
月
二
十
八
日
に
も
記
事
は
あ
る
が
、

さ
し
て
目
新
し
い
こ
と
は
書
い
て
い
な
い
の
で
省
略
す
る
。
そ
う
し
て
、
同
年
十

一
月
十
日
付
と
十
一
日
付
で
「
梅
博
士
の
清
韓
談
(
上
)
(
下
)
」
が
掲
載
さ
れ

る
。
共
に
か
な
り
の
長
文
で
あ
る
が
、
梅
謙
次
郎
の
現
地
に
赴
い
て
の
感
醒

一
九
九
一
年
三
月

〔342〕
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あ
る
。
一
言
に
し
て
言
う
と
、
「
気
の
毒
」
の
三
字
で
足
り
る
と
い
う
の
が
、
彼

お
ほ
い

の
韓
国
に
対
す
る
感
懐
で
、
一
方
清
国
に
つ
い
て
は
「
何
も
の
も
総
て
が
大
な

)し

け
、
つ

る
に
一
驚
を
喫
せ
り
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
謙
次
郎
の
両
国
観
と
し
て
、

後
日
ゆ
っ
く
り
と
講
究
す
る
こ
と
、
し
て
、
今
回
は
紙
幅
の
都
合
で
、
こ
れ
以

上
は
述
べ
な
い
。
と
こ
ろ
で
、
同
月
十
三
日
付
記
事
に
ょ
る
と
同
年
十
一
月
八

日
、
乗
っ
て
い
た
人
力
車
の
車
夫
が
朱
ノ
い
て
い
た
人
と
の
衝
突
を
避
け
よ
う
と

し
て
誤
っ
て
車
を
横
転
さ
せ
、
謙
次
郎
は
車
外
に
投
げ
出
さ
れ
た
ら
し
い
。
し

か
し
、
「
微
傷
」
で
す
ん
だ
よ
う
で
あ
る
。

明
治
四
十
(
一
九
0
七
)
年
七
月
五
日
付
で
、
「
梅
博
士
の
鐵
国
墜
明
治

四
十
一
(
一
九
0
八
)
年
四
月
二
十
九
日
付
で
「
梅
博
士
の
法
制
談
」
が
掲
載

さ
れ
る
が
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
も
稿
を
改
め
て
報
告
し
た
い
の
で
、
見
出
し
の

)し

み
の
紹
介
に
と
ど
め
る
。

明
治
四
十
三
(
一
九
一
 
0
)
年
八
月
二
十
五
日

-
 
V
 
り
、
'

り

逃
へ

、
＼
、

四

田
中
隆
二

邑

/

●
梅
博
士
重
病

て
ふ
ち
ぶ
オ

腸
室
扶
斯
に
て
入
院
中
の
梅
博
士
は
発
熱
高
く
険
悪
の
病
勢
ふ
り
と

さ
い
,
つ
く
さ
い
け
ん
し
や
さ
い
む
し
や

に
す
る
に
際
し
往
々
債
權
者
を
債
務
者

い
か
人
は
う
が
く
し
や
こ
う
ぎ
ち
う
し
は
く
こ
れ

口
何
ふ
る
法
學
者
も
講
義
中
屡
次
之
を

告
げ
ら
れ
る
、
そ
う
し
て
、
同
年
同
月
二
十
七
日
、

れ
る
。
ま
た
、
翌
二
十
八
日
に
は
肖
像
絵
入
り
で
、
「
故
梅
博
士
の
こ
と
ど

ふ
た
た

も
」
、
更
に
「
故
梅
法
學
博
士
」
、
同
月
三
十
日
「
再
び
梅
博
士
の
事
ど
も
」
な

ど
の
記
事
が
相
継
ぎ
、
梅
謙
次
郎
博
士
の
功
業
稲
ば
れ
る
。
ど
の
記
事
も
全

文
を
掲
げ
た
い
が
、
そ
れ
は
本
稿
で
は
無
理
な
の
で
、
遺
影
の
載
っ
て
い
る
も

の
の
み
を
左
に
掲
げ
、
こ
れ
を
も
っ
て
、
「
梅
謙
次
郎
」
の
項
を
締
る
こ
と
と
す

る
。
遺
影
は
記
事
の
中
央
に
置
か
れ
て
い
る
が
、
本
稿
で
は
、
当
方
の
都
合
で
、

記
事
の
頭
初
に
置
く

●
梅
博
士

法
學
博
士
梅
謙
次
郎
冨
市
出
身
)
は
京
城
に
て
逝
去
せ
し
を
以
て
韓
國
皇
帝
よ
り

勲
一
等
大
極
章
を
賜
は
る

こ
と
が
報
道
さ
れ
、
同
時
に
「
梅
博
士
の
逝
去
」
と
題
さ
れ
寵
事
が
掲
載
さ

、
'

.
一、

.
、

こ
う
め
は
か
せ

こ
う
め
は
か
せ

-
 
0
二

希
、
ノ

●
故
梅
博
士
の
事
ど
も

t

1

は
か
せ
げ
ふ
を
か
い
ぐ
わ
う
か
へ

博
士
の
業
を
終
え
て
斌
外
よ
り
詩
る
や
こ

め
い
ぜ
う

ゐ
か
い

き
い

雌
い

さ
き

れ
よ
り
先
一
代
の
才
人
醤
界
の
明
星
た
り
し

.

1

ご
う
ほ
う
ら
い
ら
く

し
せ
い

た

れ
い
け
い
き
ん
の
ぜ
う
し

令
兄
錦
之
丞
氏
は
豪
放
磊
落
ふ
る
資
性
の
為

の
こ

よ

し

ふ
さ
い

き
よ

め
に
巨
萬
の
負
債
と
一
子
を
残
し
て
こ
の
世

み
d

け
ん
じ
ろ
う
し

さ

を
去
り
て
あ
り
け
れ
ぱ
謙
次
郎
氏
は
自
か
ら

ふ
さ
い
せ
う
き
や
く
に
ん
む
お
だ
い
が
く
け
う
じ
ゆ

負
債
償
却
の
任
務
を
負
ひ
大
學
に
教
授
た
る

こ
と

＼

は
か
せ
こ
う
ぎ
り
¥
め
い
せ
き
さ
い
ぺ
ん
大
、
つ
く
け
ん
が
ご
と
て
う
こ
う
し
や

さ
り
し
と
い
ふ
▲
棚
士
の
諭
義
は
理
義
眼
晰
木
辨
滑
々
と
し
て
懸
泳
の
如
く
聴
諭
者

モ
つ
き
た
か
さ
い
け
ん
し
や
さ
い
む
し
や
ご
と
ぜ
う
と
う
ご

を
し
て
速
記
に
堪
え
ざ
ら
し
め
た
り
役
の
債
權
者
債
務
者
と
い
う
が
如
き
常
禽
語
は

き
い
む
し
や
さ
い
け
ん
し
や
あ
や
ま
ま
ぬ
が
ひ
と
は
か
せ
か
っ
ビ
こ
れ

債
務
者
を
債
權
者
と
誤
る
と
は
免
れ
ざ
る
に
獨
り
博
士
に
於
て
の
み
嘗
て
一
度
も
之

い
あ
や
ま
は
か
せ
こ
う
ぎ
ぎ
も
の
っ
わ
ひ
く
け
う

を
言
ひ
誤
り
し
こ
と
ふ
し
と
い
ふ
こ
れ
剛
士
の
詠
義
を
聴
け
る
者
の
常
に
等
し
く
鰯

よ
か
も
う
き
つ
く
ち
ょ
じ
冷
つ
じ
う
じ
い
く
ぱ
く
き
よ
が
く
さ
い
む
は
た

の
余
曝
を
以
て
屹
々
著
述
に
從
事
し
幾
許
な
ら
ず
し
て
巨
狽
の
債
務
を
果
せ
る
の
み

ち
ち
か
ほ
る
し
た
め
し
ゆ
う
さ
か
ほ
ぺ
っ
げ
ふ
き
ザ
も
つ
こ
こ
ら
う
や
し
な
よ
せ
い
た
の

ふ
ら
ず
父
薫
氏
の
爲
に
相
州
淋
旬
に
別
業
を
築
き
以
て
此
處
に
老
を
養
ひ
余
生
を
楽

モ
の
ぎ
ん
ね
ん
お
く
モ
の
'
け
い
あ
つ
せ
い
つ
た
こ
れ
す
い
せ
う

し
ま
し
め
て
其
残
年
を
送
ら
し
め
た
り
其
父
兄
に
厚
き
一
世
傳
へ
て
之
を
推
栂
せ
ざ

し
か
じ
つ
こ
高
ひ
だ
お
は
か
せ
し
ん
く
か
ん
ら
う
よ
う
い

る
ふ
か
り
き
然
り
實
に
此
の
問
に
於
け
る
剛
士
の
辛
苦
難
凱
は
容
易
の
も
の
に
あ
ら

〔341〕
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た
人
と
こ
ろ
は
か
せ
 
d
 
な
う
し
つ
と
め
い
せ
き
し
か
が
く
し
や

喫
し
て
措
か
さ
り
し
所
ふ
り
▲
剛
士
の
器
や
最
も
明
晰
ふ
り
き
然
り
身
者
と
し
て

は
^
り
に
月
晰
に
過
ぎ
た
り
と
の
批
評
を
受
け
し
程
也
剛
士
の
頭
脳
の
極
め
て
明
晰

・
る
小
^
な
る
難
占
風
を
提
供
す
る
も
明
々
'
白
々
立
ろ
に
之
を
鯛
釈
す
る
事
榔

ふ
じ
し
ろ
ゆ
き
あ
さ
ひ
ゅ
う
か
い
ご
と
が
く
し
や
あ
ま
 
d
、

も
富
士
の
白
雪
の
朝
日
に
融
鯛
す
る
が
如
き
者
あ
り
こ
れ
學
者
と
し
て
は
余
り
に
頭

脳
鳳
鳴
に
過
た
り
と
の
批
訊
を
受
け
し
所
以
に
し
て
學
者
ふ
る
者
は
仲
ン
て
も
拠
ひ

く
て
研
究
に
研
究
を
誇
ね
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
者
と
セ
ら
れ
た
れ
ぱ
ふ
り
▲
剛
士
頗

る
^
ガ
に
長
じ
ず
際
に
貯
み
ふ
り
き
是
れ
身
者
と
し
て
又
總
分
の
非
難
を
招
致
セ
し

、
ヘ
ピ
た
め
よ
こ
う
し
ん
し
ぞ
、
ワ
ゆ
う
え
き
オ
く

め
た
り
と
錐
も
こ
れ
あ
る
が
爲
に
博
士
は
能
く
後
進
を
指
導
し
誘
掖
し
少
ふ
か
ら
ず

世
話
を
焼
き
た
る
ふ
り
こ
れ
あ
る
が
爲
に
剛
士
は
島
根
縣
の
爲
に
大
に
尽
す
所
あ
り

け
う
し
ま
ね
け
人
じ
人
ぎ
う
じ
と
あ
あ
こ
ん
ビ
は
う
せ
し
た
い

し
ふ
り
又
こ
れ
あ
る
が
爲
に
在
京
島
根
縣
人
の
牛
耳
を
執
り
し
ふ
り
喧
今
^
法
政
太

男
^
た
る
も
の
謠
ぞ
や
噴
今
後
島
艮
法
政
會
長
た
る
も
の
沙
や
▲
剛
士
の
精
力

の
絶
倫
ふ
る
又
驚
喫
に
債
す
る
も
の
あ
り
き
胤
士
の
身
傑
は
さ
程
強
健
と
い
ふ
に
あ

ら
す
劣
^
の
咲
志
を
軍
人
に
立
て
な
が
ら
伽
樹
不
良
の
故
を
以
て
排
拒
せ
ら
れ
し

旦
ふ
り
然
る
に
剣
く
の
運
動
を
ふ
さ
ず
し
て
体
育
に
注
意
を
拂
は
ず
否
ふ
全
く
之
を

度
式
に
放
置
し
大
學
に
教
授
た
る
州
日
夕
筆
硯
に
親
し
み
書
を
著
は
し
書
を
護
み
殆

せ
い
り
よ
く
ぜ
っ
η
人
も
の
あ
ら
い
十
く
人

と
こ
ろ

き
、
つ
し

す
人
じ

ふ
精
力
絶
倫
ふ
る
者
に
非
ず
ん
ぱ
青

ん
ど
寸
時
も
休
止
す
る
所
あ
ら
ざ
り
し
と
い

ぞ
鄭
く
の
山
ふ
る
を
得
ん
や
▲
^
士
の
火
情
に
厚
き
能
く
親
戚
朋
友
後
進
の
た
め
に

-
 
0
三

尽
す
成
郵
大
ふ
り
し
は
^
の
知
る
祈
剛
士
を
謡
る
も
の
、
喫
稱
し
て
措
か
さ
る
肌
ふ

り
き落

合
豊
三
郎
に
つ
い
て
『
山
陰
新
聞
』
に
記
事
が
出
始
め
る
の
は
、
「
概
況
」

で
述
べ
た
通
り
、
日
清
戦
争
の
頃
か
ら
で
あ
る
。
最
初
に
一
括
し
て
、
全
部
の

記
事
の
日
付
を
報
告
し
て
み
る
。
一
、
明
治
二
十
七
(
一
八
九
四
)
年
八
月
二

日
二
、
同
年
十
月
九
日
ご
二
、
明
治
三
十
七
(
一
九
0
四
年
五
月
十
七
日

二

さ
れ
な
か
っ
た
。

と
こ
ろ
で
、
最
初
の
記
事
は
次
の
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
以
外
に
日
付
を
確
認
す
る
必
要
の
あ

る
も
の
が
一
っ
あ
る
。
ま
た
、
末
だ
入
手

し
て
い
な
い
が
、
本
人
死
亡
の
前
後
に
記

事
が
出
て
い
る
と
推
測
さ
れ
る
が
、
予
想

に
反
し
く
落
合
豊
三
郎
に
関
す
る
記
事

は
当
該
『
山
陰
新
聞
』
に
は
あ
ま
り
見
出

゛

山
陰
地
域
研
究
(
伝
統
文
化
)
第
七
号

(
前
略
)
歐
洲
に
は
第
二
の
語
中
佐
た
る
落
合
工
兵
少
佐
(
名
は
豊
三
郎
)
竹
内

海
軍
大
尉
(
平
太
郎
)
氏
の
あ
る
あ
り
(
後
略
)

一
合

ト
会 L

落

落
合
.
竹
内
両
将
校
は
陸
と
海
の
相
異
・
年
齢
及
び
階
級
が
一
っ
違
う
と
い

う
こ
と
は
あ
る
が
、
並
び
称
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
よ
う
で
、
落
合
に
つ

て
の
第
二
の
記
事
に
も
竹
内
の
名
が
出
て
い
る
。

●
落
合
少
佐
は
第
二
軍
参
謀
た
る
へ
し

き
ち
や
、
つ

異
き
ー
は
竹
内
海
軍
大
尉
の
歸
朝
を
命
せ
ら
れ
し
あ
り
今
又
前
々
号
J
記
せ
し
如
く

少
佐
の
歸
朝
を
命
ぜ
ら
る
る
あ
り
或
い
は
云
う
第
二
軍
参
謀
の
一
人
た
る
へ
し
と
倶

1
是
れ
本
縣
出
身
の
少
年
士
官
J
し
て
而
か
も
海
陸
軍
1
其
名
を
知
ら
る
る
も
の
な

せ
け
ん
え
い
さ
い
し
ゆ
ん
し
う

り
然
れ
と
も
嶋
根
縣
の
名
世
間
に
知
ら
れ
さ
る
為
め
二
氏
の
如
き
英
才
俊
秀
あ
る
も

つ
ぁ
ら
、

の
あ
る
も
唯
其
名
聲
の
夙
と
1
軍
人
赴
會
1
其
頭
角
を
現
は
す
の
み
寔
1
遺
憾
と
謂

ふ
へ
し

大
山
陸
軍
大
將
は
嘗
て
落
合
少
佐
1
謂
ひ
け
ら
く
ハ
ア
汝
は
島
根
縣
人
な
る
か
と
此

一
九
九
一
年
三
月

〔340〕
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松
江
藩
お
雇
い
フ
ラ
ン
ス
人
教
師
研
究
余
録
⇔

の
一
語
1
は
二
機
の
意
味
あ
る
を
知
ら
さ
る
へ
か
ら
す
一
は
島
根
縣
の
知
ら
さ
れ
る

所
以
と
し
て
一
は
此
の
知
ら
れ
さ
る
島
根
縣
1
落
合
氏
の
如
き
好
士
官
を
出
せ
る
か

す
ゐ
ち
や
う

と
の
語
な
る
も
ツ
マ
リ
落
合
氏
が
如
何
1
推
重
せ
ら
る
る
か
を
證
す
る
1
足
る
へ
し

去
る
廿
三
年
名
古
屋
大
演
習
の
際
一
人
の
少
年
士
官
あ
り
肥
馬
一
鞭
意
気
頗
る
優
々

づ
せ
人
じ
ゆ
つ
こ
う
め
う

進
退
行
動
一
と
し
て
圖
1
當
ら
さ
る
な
く
戰
術
の
功
妙
な
る
と
他
1
其
比
な
し
鳴
呼

彼
は
未
來
の
一
人
な
り
と
外
國
老
士
官
を
し
て
敬
博
せ
し
め
た
る
も
の
は
果
し
て
誰

れ
ぞ
是
れ
實
1
落
合
な
る
寧
馨
兒
1
あ
ら
ず
や

然
り
彼
か
歸
朝
を
命
せ
ら
れ
シ
カ
も
第
二
軍
の
参
謀
の
一
人
な
る
べ
し
と
謂
ふ
も
の

豈
1
其
故
な
し
と
せ
ん
や
好
男
児
往
け

み

田
中
隆
二

次
の
記
事
は
日
付
の
確
謬
必
要
と
す
る
も
の
で
あ
る

(
前
略
)
第
二
軍
参
謀
に
補
せ
ら
れ
て
あ
る
少
佐
落
合
豊
三
郎
は
彼
の
地
に
て
中
佐

に
昇
進
せ
り
と
の
暉
あ
り

明
治
三
十
七
全
九
0
四
)
年
五
月
十
七
日
、
つ
ま
り
日
露
戦
争
に
際
し
て

の
記
事
が
、
落
合
豊
三
郎
に
つ
い
て
大
々
的
に
報
じ
た
も
の
で
あ
る
。
尚
、
同

)し

月
二
十
六
日
に
、
落
合
陸
軍
少
将
の
肖
像
が
出
て
い
る
が
、
記
事
は
な
い
。
従
っ

て
、
注
⑨
の
あ
と
に
載
せ
て
置
く
。

r
う
し
人
げ
ん
す
い
ゐ
ば
く

し
日
清
の
役
に
は
中
佐
に
て
第
二
軍
の
参
謀
1
任
し
大
山
元
帥
の
帷
幕
に
從
ひ
戰
争

に
参
加
し
功
を
以
て
金
鵄
勲
章
功
四
級
を
賜
は
る
三
十
年
工
兵
大
佐
を
以
て
北
清
事

け
人件

1
出
征
し
勲
三
等
に
叙
せ
ら
れ
昨
年
五
月
少
將
に
累
進
し
参
謀
本
部
第
五
部
長
よ

^
、
つ
く
が
う
ほ
う
こ
う

り
転
じ
て
第
二
軍
の
参
謀
長
と
為
れ
り
少
將
人
と
為
り
身
放
に
し
て
活
達
細
事
に
拘

泥
せ
ず
平
生
至
て
寡
言
に
し
て
少
將
の
無
口
な
る
は
軍
人
問
の
^
判
と
爲
り
居
れ
り

し
ゆ
う
せ
い
な
い
し
人
き
え
つ

故
1
其
出
征
の
際
も
内
心
の
喜
悦
は
溢
る
、
許
り
な
り
し
が
如
き
1
拘
ら
ず
一
言
も

は
つ
し
ゆ
つ
た
ち
ぷ
こ
つ
せ
う
ぐ
人

ロ
ー
駿
せ
ず
し
て
其
儘
出
立
せ
り
と
ぞ
元
來
武
骨
一
片
の
將
軍
な
れ
ば
出
征
後
夫
人

注
⑦

せ
,
つ
モ
く

ふ
し
ん

米
刷
令
軒
)

に
宛
て
一
回
の
消
息
だ
も
送
ら
ず
夫
人
も
能
く
其
氣
象
を
呑
み
込
み
居

し
ん
ぱ
い

る
事
と
て
音
信
ふ
き
も
更
に
心
配
の
色
を
示
さ
ず
と
云
ふ
今
や
當
市
よ
り
此
名
譽
あ

る
好
参
謀
長
を
出
す
其
大
功
を
奏
す
る
や
活
目
し
て
待
っ
べ
し

少
將
の
邸
は
東
京
府
下
豊
多
摩
郡
千
駄
ケ
谷
村
字
千
駄
ケ
谷
六
百
四
十
四
番
1
あ
り

げ
人
く
人
ぽ
ぞ
う

嚴
君
を
初
め
母
堂
武
子
会
軒
)
及
び
夫
人
は
次
男
和
信
(
五
年
)
長
女
節
子
昇
j

あ
い
い
く
し
つ
モ

愛
子
(
九
年
)
順
子
(
三
年
)
を
愛
育
し
つ
く
い
と
質
素
に
留
守
を
守
り
居
れ
り
又
長

男
鎭
彦
氏
倫
六
)
は
目
下
仙
臺
の
幼
年
學
校
1
在
り
て
勉
學
し
つ
く
あ
り
と
云
ふ

●
翻
落
合
陸
軍
少
將

さ
人
ほ
う
て
う
ほ
さ
ゐ
ば
く

第
二
軍
の
参
調
長
と
し
て
奥
大
將
を
補
佐
し
帷
幕
に
参
せ
る
陸
軍
少
將
落
合
豊
三
郎

氏
(
叩
軒
)
は
奮
藩
士
落
合
桑
造
(
畔
)
(
傍
線
は
稿
者
の
疑
義
を
示
t
 
氏
の
三
男

り
く
ぐ
ん
し
く
わ
ん
が
く
か
う
こ
、
つ
へ
い
せ
.
つ
ゐ

ー
し
て
明
治
十
年
陸
軍
士
官
勢
樹
1
入
り
十
二
年
工
兵
少
尉
と
ふ
り
久
敷
佛
に
駐
剃

、

出
さ
れ
る
。
内
容
は
特
別
な
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
、
稿
者
に
は
興
味
深
く

思
わ
れ
た
の
で
、
概
括
の
前
に
紹
介
し
て
置
く
。

-
 
0
四

竹
内
平
太
郎
に
つ
い
て
書
か
れ
て
い
る

最
初
の
記
事
は
落
合
豊
三
郎
に
つ
い
て
書

か
れ
た
も
の
と
同
じ
で
、
明
治
二
十
七
(
一

八
九
四
年
八
月
二
日
付
の
記
事
で
あ
る
。

次
い
で
同
年
九
月
六
日
付
の
記
事
が
あ
り
、

更
に
同
年
十
二
月
十
六
日
左
の
記
事
が
見

竹

怠

、
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●
西
郷
海
軍
大
將
の
出
発

海
軍
大
臣
兼
陸
軍
大
臣
西
郷
海
軍
大
將
は
海
軍
大
尉
竹
内
平
太
郎
氏
(
松
江
出
身
)

を
隨
へ
て
去
十
三
日
午
後
三
時
宇
品
港
を
出
発
し
戦
地
視
察
の
途
に
就
け
り

右
言
及
の
三
っ
の
記
事
は
い
ず
れ
も
日
清
戦
争
に
際
し
て
の
も
の
で
あ
る
。

日
露
戦
争
に
際
し
て
の
竹
内
平
太
郎
に
つ
い
て
入
手
し
た
『
山
陰
新
聞
』
の

記
事
は
十
指
に
あ
ま
る
。
年
月
日
だ
け
を
示
し
て
も
、
あ
ま
り
意
味
を
な
さ
な

い
が
、
少
く
と
も
記
事
数
の
多
さ
や
こ
の
時
期
に
特
に
多
い
こ
と
な
ど
は
分
る

の
で
こ
れ
ま
で
の
方
針
に
従
い
、
明
治
三
十
六
つ
九
9
こ
年
以
後
の
記
事

の
日
付
を
一
括
し
て
左
に
記
す
。

一
、
明
治
三
十
六
(
一
九
0
三
)
年
十
二
月
十
四
日
、
ニ
、
同
年
十
二
月
十

四
日
。
三
、
明
治
三
十
七
(
一
九
0
四
)
年
二
月
二
十
日
。
四
同
年
同
月
二

十
一
日
。
五
同
年
同
月
二
十
三
日
。
六
、
同
年
三
月
十
六
日
。
七
、
同
年
四

月
二
十
日
。
ハ
、
同
年
同
月
二
十
五
日
。
九
、
同
年
九
月
十
日
。
十
、
明
治
三

十
九
(
一
九
0
六
)
年
九
月
五
日
。
十
一
、
同
年
同
月
八
日
。
十
二
、
同
年
同

注
侶

月
九
日
。
十
三
、
昭
和
八
年
十
二
月
二
十
三
日
。

と
こ
ろ
で
、
一
の
記
事
っ
ま
り
明
治
三
十
六
(
一
九
0
三
)
年
十
二
月
十

四
日
付
の
記
事
は
左
記
の
と
お
り
、
非
常
に
短
い
も
の
で
あ
る
。

十
四
(
一
九
0
 
こ
年
七
月
三
日
任
海
軍
大
佐
」
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
罷
難

懐
菖
録
噐
合
本
』
の
第
二
輯
六
十
ペ
ー
ジ
に
、
「
私
(
こ
の
項
の
筆
者
松
村

一
少
佐
(
当
時
1
稿
者
注
)
)
は
明
治
三
十
五
(
一
九
0
こ
年
佛
國
駐
在
を

純命
ぜ
ら
れ
、
(
中
略
)
時
の
ア
ッ
タ
ッ
シ
エ
は
竹
内
大
佐
で
あ
り
ま
し
た
が
(
後

略
)
」
と
あ
る
の
で
、
「
伊
國
公
使
館
附
」
領
り
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ

は
と
も
か
く
、
先
の
資
料
に
も
「
<
工
三
十
六
(
一
九
9
己
年
十
二
月
九
日
歸

朝
被
仰
付
」
と
あ
る
の
で
、
「
歸
朝
被
仰
付
」
の
方
は
正
し
い
で
あ
ろ
う
。
た
だ

し
、
松
村
少
佐
に
ょ
る
と
「
竹
内
大
佐
は
,
十
三
日
(
明
治
三
十
六
(
一
九

9
己
年
十
二
月
二
十
三
日
1
稿
者
)
巴
里
発
、
二
十
四
日
ゼ
ノ
ア
着
(
中
略
)

直
ち
に
返
電
を
出
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
二
十
七
日
總
務
長
官
よ
り
左
の
電
報

が
あ
っ
た
。
一
、
在
英
林
公
使
を
し
て
購
入
契
約
す
べ
く
命
令
せ
ら
れ
た
り
。

松
尾
岩
本
二
十
六
日
倫
敦
発
其
の
地
に
向
ふ
、
貴
官
は
便
宜
歸
任
命
を
俟
て
。

ニ
、
貴
官
及
鈴
木
中
佐
は
購
入
の
軍
艦
監
督
と
し
て
該
艦
に
乗
組
歸
朝
を
命
ぜ

ら
る
る
簀
(
後
略
)
」
と
あ
る
か
、
所
謂
二
艦
回
航
の
為
の
歸
朝
命
令
は

も
う
小
ノ
し
後
で
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。

と
こ
ろ
で
、
話
が
や
>
細
か
い
こ
と
に
な
り
過
ぎ
た
し
、
本
^
は
『
山
陰
新

聞
』
の
記
事
に
あ
る
の
で
、
そ
れ
に
戻
る
と
、
明
治
三
十
七
(
一
九
0
四
)
年

二
月
二
十
日
か
ら
同
年
九
月
十
日
に
か
け
て
の
記
事
は
す
べ
て
「
日
進
・
春
日

二
艦
回
航
」
及
び
「
日
礁
長
」
と
し
て
の
竹
内
大
佐
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。

紙
幅
の
制
限
が
あ
り
、
す
べ
て
の
記
事
を
紹
介
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
、

稿
者
の
判
断
で
、
そ
の
中
の
い
く
つ
か
を
選
ん
で
左
に
転
載
す
る
。

ま
ず
、
明
治
二
十
七
(
一
九
0
四
)
年
二
月
二
十
目
の
記
事
。

▲
歸
朝
被
仰
付
當
市
出
身
倒
国
公
使
館
附
海
軍
大
佐
竹
内
平
太
郎
氏
(
傍
線
は

稿
者
の
疑
義
を
示
す
)

稿
者
に
遺
族
よ
り
提
供
さ
れ
た
資
料
に
ょ
る
と
、
竹
内
平
太
郎
は
「
明
治
三
十

三
(
一
九
0
0
1
西
暦
は
稿
者
加
筆
)
年
九
月
一
日
補
佛
國
公
使
館
付
」
「
同
三

山
陰
地
域
研
究
(
伝
統
文
化
)
第
七
号

一
九
九
一
年
三
月

ぷ
じ
た
う
ち
や
く

●
竹
内
大
佐
の
回
艇
十
六
日
日
進
・
春
日
の
両
艦
が
無
事
横
須
賀
1
到
着
し

-
0
五
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松
江
藩
お
雇
い
フ
ラ
ン
ス
人
教
師
研
究
余
録
⇔

湧
く
か
如
き
歓
呼
の
聲
に
迎
へ
ら
れ
た
る
模
様
既
報
の
如
く
ふ
る
か
日
進
艦
乗
組
の

.

.

.

.

日
本
將
校
は
竹
内
大
佐
(
晋
田
市
出
身
)
、
松
村
少
佐
、
賀
茂
機
關
中
監
、
丸
正
(
傍
線

は
稿
者
の
疑
義
を
示
す
)
大
尉
の
四
名
、
外
国
士
官
は
十
三
名
、
水
兵
二
百
十
一
名

.

.

.

春
日
艦
乗
組
の
日
本
將
校
は
鈴
木
中
佐
所
少
佐
吉
川
大
軍
置
築
土
大
尉
の
四

さ
い
生
ん
こ
う

ち
や
く
か
、
ワ

名
、
水
兵
は
二
百
名
、
外
國
士
官
十
名
な
り
而
し
て
竹
内
大
佐
は
着
港
の
際
満
腔
の

ね
つ
せ
い

か
ん
し
や

べ
つ
.
た
ん

き
く
わ
ん

熱
誠
を
以
て
歓
迎
者
1
感
謝
し
且
っ
其
航
海
中
の
亨
田
く
『
航
海
中
別
段
の
奇
勸

ま
き
ス
エ
ズ
う
ん
が

ヘ

ふ
か
り
し
も
本
艦
及
春
日
が
ゼ
ノ
ア
を
發
し
て
地
中
海
を
経
、
賂
1
疎
土
運
河
1
掛

'
▲
'
'

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

ら
ん
と
す
る
や
露
國
艦
隊
は
ク
リ
ー
ト
島
附
近
に
碇
泊
し
て
示
威
敵
對
の
態
度
を
示

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

し
又
ボ
ー
ト
セ
ッ
ド
に
も
二
三
の
露
艦
及
び
數
隻
の
水
雷
艇
あ
り
し
も
何
程
の
こ
と

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

あ
ら
人
や
と
春
日
先
づ
運
河
1
入
り
續
い
て
某
露
艦
入
り
日
進
之
に
次
ぎ
し
が
運
河

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

を
出
で
た
る
所
1
露
艦
ド
ミ
ト
リ
ド
ン
ス
コ
イ
あ
り
然
れ
ど
も
孰
れ
も
虚
勢
に
過
ぎ

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

ざ
る
を
腎
た
る
を
以
て
會
釈
ふ
く
此
所
を
通
過
し
両
艦
共
1
紅
海
1
入
れ
り
露
艦

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

は
追
尾
の
氣
色
見
え
し
も
我
艦
の
速
力
に
恐
れ
て
敢
て
追
尾
せ
ず
我
艦
も
之
と
遠
ざ

つ
う
(
わ

.

.

.

.

.

.

か
る
に
至
れ
り
斯
く
て
ア
デ
ン
を
通
過
し
印
度
洋
1
か
か
り
去
月
二
十
七
日
コ
ロ
ン

ン
ン
ガ
.
ホ
ー
ル

よ
こ
す
力

セ
イ
ロ
ン
ふ

ポ
ー
着
し
本
月
二
日
新
嘉
披
1
同
月
五
日
夜
同
地
を
駿
し
横
須
賀
1
向
へ
り
錫
蘭
附

ぽ
、
つ
ふ
う

き
ん

た
し
か

あ

;
し
よ
う

.

.

.

.

近
に
て
暴
風
に
遭
ひ
し
も
何
の
故
障
ふ
く
愈
よ
艦
体
の
堅
牢
を
確
め
た
り
今
日
當
地

ぢ
や
く
さ
う
く

が
い
し
よ
う
り

き
き
わ

1
着
す
る
迄
日
露
開
戦
の
こ
と
を
知
ら
ず
着
早
々
我
軍
の
大
勝
利
を
聞
き
感
喜
極

し
が
い

'
つ

ま
り
陛
下
の
萬
歳
を
三
唱
せ
る
次
第
ふ
り
云
々
」
と
尚
大
佐
は
巴
里
博
覧
會
の
時
佛

こ
く
こ
.
つ
し
く
わ
人
つ
き
ぷ
く
わ
ん

ち
う
ざ
い
ち
、
つ

ふ
に
人

國
公
使
館
附
武
官
と
し
て
赴
任
し
駐
在
中
同
艦
乗
組
を
命
ぜ
ら
れ
松
村
少
佐
丸
山
大

ぐ
わ
人
た
ん
し
ゆ
く
は
い

あ
ぐ

尉
は
佛
國
に
在
り
て
元
旦
の
祝
盃
を
擧
る
際
乗
組
の
命
1
接
し
た
る
者
ふ
り
而
し
て

し
ゆ
ん
こ
占

右
諸
氏
が
乗
組
め
る
際
に
は
春
日
は
既
に
竣
工
し
居
り
し
も
日
進
は
未
だ
工
事
完
了

1
至
ら
ざ
り
き
と
い
ふ
0

か
ん
こ

く
わ
ん
れ
5

新艦

.
の
り
く
み

容

も
や
、
つ
き
は
、
つ

-
 
0
六

田
中
隆
二

.

日

次
は
日
進
及
び
春
日
の
絵
が
出
て
い
る
の
で
、
こ
れ
も
転
載
す
る
。
明
治
三

.
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十
七
(
一
九
0
四
)
年
二
月
二
十
一
日
付
で
あ
る
が
、
特
別
の
記
事
は
な
い
。

絵
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。

明
治
三
十
七
年
(
一
九
0
四
二
月
二
十
三
日
の
記
事
は
、
日
進
の
新
艦
長

竹
内
平
太
郎
大
佐
に
つ
い
て
絵
入
り
で
報
道
し
て
い
る
。
こ
れ
も
全
文
絵
入
り

で
左
に
掲
げ
る
。

●
大
和
錦

か
い
ぐ
人

、
」
、
つ
ろ
、
つ
お
ほ

0
日
進
の
新
艦
長
竹
内
大
佐
日
進
回
航
に
與
り
て
功
勞
多
か
り
し
海
軍
大
佐
竹
内

平
太
郎
(
四
十
三
歳
)
氏
は
當
市
奥
谷
に
生
れ
明
治
十
年
一
月
海
軍
兵
學
校
に
入
學

モ
つ
げ
ふ

り
ゆ
う
じ
や
う
か
人

は
わ
い

し
十
四
年
九
月
卒
業
し
て
少
尉
と
ふ
り
龍
驥
艦
1
乗
組
み
新
西
蘭
土
よ
り
南
米
布
昨

き
て
ふ

な
こ

才

等
を
経
て
十
六
年
九
月
歸
朝
し
十
七
年
十
月
攝
津
艦
乗
組
と
ふ
る
十
八
年
九
月
浪
速

と
、
つ

艦
回
航
員
と
ふ
り
遠
江
丸
に
塔
じ
て
横
須
賀
を
出
發
し
十
九
年
六
月
品
川
1
歸
艦
し

さ
ん
ぽ
う
ほ
ん
ぷ
つ
き

高
さ
ま

廿
年
十
二
月
大
尉
と
な
り
浅
間
艦
分
隊
長
と
ふ
り
廿
五
年
十
二
月
参
謀
本
部
附
に
轉

ち
ち
う
か
い
よ
ぴ
か
ん
た
い

じ
同
時
1
佛
國
に
留
學
を
命
ぜ
ら
れ
佛
國
地
中
海
豫
備
艦
隊
司
令
旗
艦
マ
ル
ベ
ー
ル

η
、
つ
が
く

せ
ん
え
き

1
乗
り
込
み
て
留
學
中
日
清
戰
役
に
際
し
て
歸
朝
を
命
ぜ
ら
れ
浪
速
艦
の
分
隊
長
に

ゐ
か
い
ぇ
い
ふ
う
さ

ふ
り
第
二
軍
か
榮
城
灣
に
上
陸
せ
ん
と
す
る
を
帯
助
し
威
海
衛
封
鎖
に
従
ひ
敵
國
艦

け
い
か
い
て
い
さ
つ

こ
う
げ
き

ほ
う
だ
い

き

隊
の
警
戒
偵
察
を
為
し
二
月
七
日
總
攻
撃
の
際
は
劉
公
島
東
口
の
砲
薹
を
攻
撃
し
汽

と
つ
し
ゆ
つ

せ
ん

新
日
進
艦
長
竹
内
大
佐
松
江
市
出
旦

船
二
隻
水
雷
艇
十
一
隻
の
突
出
す
る
や
之
を

ン
カ
/
.

ご
う
ち
ん

つ
い
げ
き

追
撃
し
て
寧
海
沖
に
至
り
水
雷
艇
を
轟
沈
し

'
ノ

り
く
が
ん

こ
う
し
つ

汽
船
を
陸
岸
に
燧
漆
せ
し
め
其
一
隻
を
破
壊

し
同
十
一
日
同
港
面
十
日
同
西
口
を
攻
め
遂

こ
う
わ
な

か
ん
ら
く

に
之
れ
を
陥
落
せ
し
め
講
和
成
り
て
後
五
月

ち
よ
く
れ
い
か
い
け
ふ

四
日
直
隷
海
峡
に
て
李
鴻
章
1
對
す
る
示
威

一
九
九
一
年
三
月

こ
う
か
い
'

航
斌
を
為
し
廿
八
年
十
一
月
海
軍
省
人
事
課
に
轉
じ
翌
年
四
月
少
佐
と
為
り
三
十
三

や
ぷ

が
ん
ひ
じ
け
ん

こ
、
つ
し

年
四
月
愛
宕
艦
長
と
ふ
り
圍
匪
事
件
の
際
太
沽
の
砲
臺
を
破
り
同
年
九
月
佛
國
公
使

く
わ
ん

し
よ
う
に
人

館
附
と
ふ
り
三
十
四
年
七
月
大
佐
に
昇
任
し
十
月
獨
國
ジ
ユ
ツ
セ
ル
ド
ル
フ
市
1
開

く
わ
い
ぎ

い
ん

し
ゆ
つ
せ
き

か
れ
た
る
第
九
回
萬
國
航
海
會
議
J
委
員
と
し
て
出
席
し
爾
来
巴
里
公
使
館
に
あ
り

せ
い
ふ

'

し
に
昨
年
十
二
月
我
か
政
府
か
智
利
よ
り
軍
艦
を
購
入
せ
ん
と
す
る
や
電
命
を
受
け

η
ん
け
ん

て
廿
四
日
伊
太
利
1
着
し
翌
日
臨
檢
の
末
其
良
好
ふ
る
所
以
を
報
告
し
遂
に
買
受
く

ぶ
じ
き
こ
う

る
事
と
な
る
や
其
儘
回
航
員
と
な
り
今
回
無
事
歸
航
し
た
る
か
大
佐
は
更
1
日
進
艦

か
、
つ
じ
ま
ち
く

よ
し
い
え

長
に
任
せ
ら
れ
数
日
の
後
に
は
交
戰
艦
隊
に
加
は
る
由
家
は
東
京
麹
町
匝
平
河
町
五

ち
ゆ
う
ふ
う
し
よ
う

よ
、
つ
ふ

丁
目
十
五
番
地
に
あ
り
て
養
父
平
六
(
五
十
八
歳
)
は
数
年
前
よ
り
中
風
症
に
櫂
れ

け
ん
ぜ
ん

き
き
よ
だ
人
わ

る
も
至
て
軽
症
1
て
起
居
談
話
J
支
障
な
く
母
増
子
(
六
十
一
歳
)
は
健
全
1
し
て

つ
ま妻

縫
子
(
廿
九
歳
)
と
の
間
に
一
男
一
女
あ
り
常
に
一
家
慈
悲
の
情
洋
々
た
り
大
佐

し
ん
ぱ
し

き
た
く

か
十
八
日
朝
九
時
十
五
分
新
橋
着
に
て
歸
宅
す
る
や
長
男
和
信
(
六
歳
)
氏
の
如
き

う
れ

れ
ん
こ

ぼ
う
し

お
も
ち
や

み
や
げ

は
土
産
の
帽
子
を
冠
り
玩
弄
物
を
持
ち
て
「
嬉
し
い
ふ
く
」
と
連
呼
し
て
飛
び
廻

モ
う
げ
い
い
と
ま

か
ん
き

し
ゆ
く
か
く

は
り
且
っ
祝
客
踵
を
接
し
て
送
迎
1
暇
ふ
く
歓
喜
の
状
屋
外
1
縊
れ
居
た
り
と

竹
内
平
太
郎
爾
邑

中
井
銀
次
郎
(
松
江
分
)

日
置
鎮
(
外
中
原
)

中
野
重
春
(
石
橋
)-

0
七

山
陰
地
域
研
究
(
伝
統
文
化
)
第
七
号

●
畷
江
肺
海
軍
乗
組
員
氏
名

▲
日
進
艦
乗
組

▲
千
代
田
艦
同

▲
比
叡
艦
同

▲
三
笠
艦
同

次
に
は
明
治
三
十
七
(
一
九
0
四
年
三
月
十
六
日
付
の
記
事
で
、
竹
内
平

太
郎
だ
け
で
な
く
、
松
江
出
身
の
海
軍
乗
組
員
氏
名
が
出
て
い
る
の
で
、
興
味

を
持
た
れ
る
人
も
あ
る
か
と
考
え
転
記
す
る
。

(
昨
B
迄
)

(
の
塾

大
佐

大
機
關
士

大
軍
瞥

大
主
計
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松
江
藩
お
雇
い
フ
ラ
ン
ス
人
教
師
研
究
余
録
働

▲
盤
手
(
瓣
謡
)

▲
陽
炎
艦
同

'
水
雷
五
十
八
琥
同

▲
朧
艦
同

▲
淺
間
艦
同

'
富
士
艦
同

'
淺
問
艦
同

▲
千
歳
艦
同

▲
臺
中
丸
同

'
八
島
艦
同

▲
摩
耶
艦
同

▲
三
笠
艦
同

▲
日
進
艦
同

'
佐
賀
丸
同

▲
松
島
艦
同

▲
金
剛
艦
同

▲
橋
立
艦
同

'
龍
田
艦
同

高
橋
節
雄
(
雑
賀
)

中
川
保
(
松
江
色

大
谷
義
雄
(
殿
町
)

石
倉
俊
寛
(
雑
賀
)

和
田
愛
三
郎
(
松
江
分
)

大
芦
義
宜
(
松
江
分
)

少
機
關
士
候
補
生
荒
木
洗
(
内
中
原
)

二
等
兵
曹

大
久
保
彌
一
郎
(
北
堀
)

二
等
水
兵

川
谷
頼
三
(
松
江
分
)

二
等
水
兵

杉
谷
正
史
(
雑
賀
)

和
多
田
愛
次
郎
晶
磊
)

一
等
兵
曹

一
等
水
兵

三
代
好
太
郎
(
新
町
)

一
等
機
開
兵

野
津
友
太
郎
(
紙
屋
)

尾
崎
市
之
丞
(
南
邑

上
等
兵
曹

二
等
機
關
兵

山
器
市
(
和
多
見
)

一
等
主
厨

川
瀬
末
三
郎
(
北
里

上
等
兵
曹

鳥
羽
金
次
郎
(
奥
谷
)

兵
曹
長

野
問
久
太
郎
雨
里

(
偵
察
の
任
務
に
て
ロ
シ
ャ
を
捕
獲
せ
し
軍
艦
)

一
等
機
關
兵

住
江
忠
太
郎
(
中
原
)

中
尉

中
主
計

少
尉

少
主
計

少
尉
候
補
生

同

田
中
隆
二

▲
敷
島
艦
同

明
治
三
十
七
交
九
0
四
年
四
月
二
十
五
日
の
『
山
陰
新
聞
』
は
竹
内
大
佐
夫

人
叢
を
掲
載
し
て
い
る
。
左
記
の
通
り
。
写
真
は
稿
者
が
補
っ
た
。

.

.

.

.

.

.

●
竹
内
大
佐
夫
人
の
談
日
進
艦
長
海
軍
大
佐
竹
内
平
太
郎
冨
市
出
身
〕
氏
の

魯

-
 
0
八

順
攻
撃
1
参
加
し
て
鼎
初
陣
の
功
績
著
る
し
か
り
と
せ
ぱ
大
佐
の
面
目
何
物
か
之

1
加
へ
ん
大
佐
の
邸
は
東
京
麹
町
平
河
町
五
丁
目
に
し
て
文
部
大
臣
官
邸
の
裏
門
前

わ
か
ば

か
ひ
で
へ
い

せ
う
し
や

に
あ
り
若
葉
の
楓
は
塀
1
か
、
り
て
植
の
戸
涌
酒
た
る
所
客
案
内
1
任
せ
て
一
室
に

と
ほ
と
こ
モ
,
つ
ぐ
モ
く
ぴ
ウ
な
げ
し

通
れ
ば
床
1
は
古
碑
文
の
大
幅
を
か
け
て
丈
の
具
足
櫃
其
脇
1
飾
ら
れ
三
方
の
艮
押

カ
く
か
か
し
か
う
お
も

1
書
画
寓
眞
数
肩
の
續
を
は
批
け
て
大
佐
か
平
生
の
噌
捌
さ
こ
そ
と
は
か
り
1
想
は

し
つ
モ

い
で
 
N

れ
た
り
既
に
し
て
質
素
に
打
扮
て
る
夫
人
縫
子
〔
廿
九
〕
は
出
て
ら
れ
た
り
良
人
と

て
が
み
庄
ゐ

も
は
此
六
日
1
呉
を
出
發
ま
し
た
由
で
四
日
出
の
手
縛
が
参
っ
て
居
り
ま
す
何
に
致

か
い
せ
ん

た
せ
日
數
が
ご
ざ
い
ま
せ
ぬ
か
ら
第
八
次
の
海
戰
に
は
い
か
ゞ
と
存
じ
ま
し
た
が
そ

あ
ん
ぱ
い

れ
で
も
好
い
墻
梅
に
問
に
合
っ
て
幾
ら
か
お
役
に
立
っ
た
樣
で
ご
、
ざ
い
ま
す
か
ら
妾

さ
い
き
ん
も
や
う

も
大
き
1
安
心
致
し
ま
し
た
先
づ
最
近
の
模
樣
を
述
べ
ら
れ
し
夫
人
は
更
に
大
佐
の

平
生
1
語
り
及
ぽ
し
父
の
平
六
も
母
の
増
子
〔
六
十
こ
も
尚
健
康
で
居
り
ま
す
か

や
と

よ
こ

ら
良
人
も
出
發
後
度
々
手
紙
を
寄
越
し
ま
し
た
が
い
づ
れ
も
戰
闘
前
1
出
し
た
の
で

オ
一
」

せ
,
つ
モ
く

凄
い
消
息
は
頓
と
ご
ざ
い
ま
せ
ぬ
ハ
イ
子
供
は
長
女
を
愛
〔
八
っ
〕
と
申
し
て
華
族

、ノ

女
學
校
へ
通
は
せ
長
男
和
信
〔
六
っ
〕
の
方
は
ま
だ
學
校
へ
参
り
ま
せ
ぬ
云
々
夫
人

ふ
う
し
し
う
れ
い
げ
人
ご
め
い
せ
き

は
和
歌
山
縣
の
人
風
姿
秀
麗
聶
明
晰
に
し
て
頗
る
女
丈
夫
の
概
あ
り

履
歴
性
行
並
1
日
進
艦
の
廻
航
員
と
し
て
伊

、
つ
ん
む
も
,
つ
も
、
つ

國
ゼ
ノ
ア
を
發
し
極
東
の
雲
霧
漾
々
た
る
に

お
か

き
け
ん

く
わ
人
こ

際
し
幾
多
の
危
儉
を
冒
し
て
國
民
歡
呼
の
裡

1
迎
え
ら
れ
た
る
次
第
は
當
時
の
紙
上
に
記

載
せ
る
か
大
佐
は
今
其
親
密
な
る
艦
に
長
と

ゆ
、
つ
よ
く

し
て
遼
東
沿
岸
に
遊
弌
し
既
に
第
七
八
次
旅

縫

明
治
三
十
九
(
一
九
0
六
)
年
九
月
九
日
の
記
事
は
左
の
通
り
い
た
っ
て
の

ど
か
で
あ
る
。
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●
竹
内
海
軍
大
佐
消
息

し
人
せ
き
も
よ
お
し
 
L
人
じ
二
じ
よ
う
ふ
な
あ
そ
び
こ
こ
ろ
と
南
み
ぎ
よ
く
わ
く
き
や
う

一
昨
日
午
後
は
親
戚
の
催
に
て
宍
道
湖
上
に
舟
遊
を
試
み
投
網
に
て
魚
嬰
の
興
あ
り

ば
人
き
せ
人
と
う
し
し
ゆ
う
ぱ
つ
っ
 
L
人
せ
き
ち
こ
な
ビ
す
う
め
い
お
ほ
は
し
ま
で
み
お
く

番
溜
に
て
當
市
出
發
に
付
き
親
戚
知
己
等
数
十
名
大
曾
見
茜

さ
く
て
う
み
ほ
せ
き
ゆ
き

昨
朝
美
保
關
行
一

た
い
さ
か
う
み
ほ
じ
ん
じ
や
も
う
き
か
ひ
力
う
し
ゆ
つ
.
は
人
は
ん
力
く
ま
る
と
う

れ
る
が
大
佐
一
行
は
美
保
神
社
に
詣
て
午
後
五
時
堤
漕
出
帆
の
阪
鶴
丸
に
塔
し
て

い
わ
さ
か
い
ぐ
ん
一
一
、
う
せ
ん
、
た
い
.
美
L
 
L

九
、
つ

ち
な

つ

き
し
よ
、
つ

と
も

に
ん

と

き歸
任
の
途
に
着
け
り
因
み
に
一
行
と
共
に
歸
松
せ
し
岩
佐
海
軍
造
船
大
技
士
(
大
佐

れ
い
ふ
じ
ん
れ
い
モ
く
や
く
に
ち
九
人
た
い
し
よ
う
こ
と
な
た
い
さ
こ
人
く
わ
い

の
親
戚
)
の
令
夫
人
令
息
は
約
三
十
日
間
滞
松
す
る
事
と
ふ
れ
り
尚
ほ
大
佐
今
回
の

き
せ
,
つ
し
ゆ
ぽ
さ
ん
た
め
も
う
ぽ
だ
い
し
よ
な
か
は
ら
,
た
い
ゆ
う
じ

歸
省
は
主
と
し
て
墓
参
の
為
ふ
り
し
を
以
て
其
の
菩
提
所
ふ
る
中
原
大
雄
寺
へ
五
十

え
人

き
ー
:
つ

圓
を
寄
贈
せ
り

竹
内
海
軍
少
將
急
逝
す

廿
一
日
西
宮
で

れ
い

ろ
う

ぐ
人

た
け

市
内
奥
谷
町
の
海
軍
少
將
竹
内
平
太
郎
氏
は
さ
る
七
月
令
息
爲
信
氏
身
の
廻
り
世
話

か
力
が
た

と
も

牙
縫
子
夫
人
共
々
で
一
時
兵
庫
県
西
宮
市
安
井
町
に
寓
居
中
の
處
廿
一
日
に
突
如

け
ふ
せ
う
け
う

狭
心
広
で
長
逝
さ
れ
た
が
享
年
七
十
二
才
廿
三
日
午
後
一
時
よ
り
西
宮
市
に
於
て
執

一
^
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
う
か
ん

氏
は
文
久
二
年
の
生
れ
で
海
軍
に
生
ひ
立
ち
日
露
役
の
時
は
日
進
の
廻
航
艦
長
と

か
人

お
く

く
わ
つ
や
(

し
よ
く

し
て
活
躍
し
た
人
で
退
職
後
は
奥
谷
の
自
宅
で
閑
日
月
を
送
っ
て
い
た
。

-
 
0
九

作
1
打

る

注
②
拙
稿
「
1
松
江
藩
お
雇
い
フ
ラ
ン
ス
人
教
師
研
究
余
録
1
瀧
野
多
三

松
江
の
散
(
斬
)
髪
と
西
洋
洗
濯
の
創
業
者
」
(
島
根
大
学
山
陰
地
域
研
究

総
合
セ
ン
タ
ー
紀
要
『
山
陰
地
域
研
究
(
伝
統
文
化
)
第
三
号
』
昭
和
六
十
二

(
一
九
八
七
)
年
三
月
一
 
0
六
ペ
ー
ジ
)
。

注
③
前
稿
。

注
④
中
村
稲
造
著
『
澁
川
忠
二
郎
翁
傳
』
(
昭
和
十
三
(
一
九
三
七
)
年
八

月
十
五
日
発
行
発
行
者
高
木
貞
衛
)
。

注
⑤
六
十
九
名
の
学
位
を
授
与
さ
れ
た
人
達
の
氏
名
は
左
記
の
通
り
で
あ

山
陰
地
域
研
究
(
伝
統
文
化
)
第
七
号

竹
内
平
太
郎
少
將
死
亡
の
記
事
は
予
想
外
に
小
さ
又
生
前
の
業
竹
っ

0

て
も
何
も
ふ
れ
て
い
な
い

星
野
恒
、
井
上
哲
次
郎
、
坪
井
九
馬
三
、
元
良
勇
次
郎
(
以
上
文
學
博
士
)

'
佐
藤
三
吉
、
富
吉
安
純
、
樫
村
清
徳
、
宇
野
朗
大
森
治
取
具
濱
田
玄
達
片
山

棚
叔
、

郎
、

国
嘉
、
谷
口
賢
、
高
橋
順
太
郎
、
北
里
柴
三
郎
、
三
浦
守
治
、
中
濱
東

隈
川
實
雄
、
弘
田
長
、
青
山
種
道
、
河
本
十
太
郎
、
大
谷
修
庵
森
林
太
郎
、
村
田

謙
太
郎
(
以
上
醤
學
博
士
)
'
山
田
要
吉
増
田
禮
作
、
石
橋
絢
彦
、
片
山
東
熊

沖
野
忠
雄
南
清
、
石
黒
五
十
二
、
南
部
球
吾
、
高
山
甚
太
郎
清
水
濟
、
藤
岡
市

助
、
仙
石
貢
、
三
好
晋
六
郎
渡
邊
渡
、
由
石
直
治
、
中
澤
岩
太
、
山
口
半
一
へ
野

呂
景
義
、
大
島
道
太
郎
田
邊
朔
郎
、
眞
野
文
三
(
以
上
工
學
博
士
)
▲
村
岡
範
為

馳
、
巨
智
部
忠
承
、
北
尾
次
郎
、
關
谷
清
景
、
久
原
躬
弦
杉
村
任
三
、
田
中
館
愛

橘
佐
々
木
忠
次
郎
、
吉
田
彦
六
郎
、
齊
田
甲
太
郎
、
石
川
千
代
松
、
横
山
又
二
郎
、

原
田
豊
吉
、
飯
島
魁
、
藤
澤
利
喜
太
郎
、
田
中
昌
平
(
以
上
理
學
博
士
)
▲
木
岡
精

弌
宮
崎
道
三
郎
、
増
島
六
一
郎
、
士
方
寧
、
穂
積
八
東
梅
謙
次
郎
和
田
脈

三
、
金
井
鮎
(
以
上
法
學
博
士
)

L
L

ノ
ノ

注
①
拙
著
『
松
江
と
フ
ラ
ン
ス
Π
1
お
一
展
い
フ
ラ
ン
ス
人
教
師
の
教
え
子
達

1
』
(
『
ふ
る
さ
と
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
山
陰
の
肉
然
と
文
化
』
日
本
科
学
者
会
議

島
根
支
部
平
成
二
(
一
九
九
0
)
作
十
一
月
十
一
日
発
行
た
た
ら
書
房
)

〔334〕

し)

郎



松
江
藩
お
雇
い
フ
ラ
ン
ス
人
教
師
研
究
余
録
⇔

右
の
う
ち
、
村
岡
久
原
、
齊
田
以
外
は
明
治
二
十
三
(
一
八
九
0
)
年
文

部
省
令
第
四
号
学
位
令
細
則
第
三
条
に
ょ
り
帝
国
大
学
評
議
会
の
議
を
経
て
授

与
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
も
明
記
さ
れ
て
い
る
。

注
⑥
法
學
博
士
梅
謙
次
郎
(
出
)
俵
孫
一
君
)
吾
郷
疾
郎
(
出
)
内

田
實
密
)
岩
谷
巖
二
郎
(
右
)
山
口
慶
一
(
出
)
杉
原
豊
三
郎
(
互
三
島

鹿
之
助
(
出
)
下
森
久
吉
君
)
藤
井
潔
(
互
萩
原
重
藏
君
)
高
橋
丑
太

マ
?

郎

(
互
岩
本
喬
宕
)
貴
合
益
三
郎
(
石
)
岡
藤
太
郎
(
)
河
上
正
芳
君
)

巻
榮
吉
君
)
渡
邊
基
君
)
竹
崎
欠
次
君
)
高
橋
巖
茂
君
)
大
簾
勝
太

フ
マ

?

郎

)
石
飛
勘
太
郎
雷
)
平
野
源
語
(
互

注
⑦
拙
著
『
松
江
と
フ
ラ
ン
ス
Ⅱ
』
前
出
(
三
十
四
ペ
ー
ジ
参
照
)
。

注
⑧
調
査
不
行
届
の
為
、
明
治
時
代
末
期
か
ら
大
正
時
代
及
び
昭
和
の
初

期
に
つ
い
て
は
稿
者
は
資
料
を
入
手
し
て
い
な
い
。
今
後
調
査
し
直
し
て
、

記

事
が
発
見
さ
れ
れ
ば
、
別
な
機
会
に
そ
の
こ
と
を
述
べ
、
本
稿
の
補
い
と
し
た

他
の
不
備
も
多
い
の
で
、
こ
こ
で
本
稿
の
粗
本
で
あ
る
こ
と
を
陳
謝
し
た
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田
中
隆
二

j
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)
0

し

拙
稿
「
「
松
江
と
フ
ラ
ン
ス
」
補
遺
」
(
山
陰
文
化
研
究
紀
要
第
二

注
9

十
三
号
一
九
八
三
年
三
月
六
十
ペ
ー
ジ
S
六
十
二
ペ
ー
ジ
)

一
一
 
0

本
論
稿
に
は
、
日
本
フ
ラ
ン
ス
学
史
の
授
業
の
一
環
と
し
て
、
主
と
し
て
三

回
生
の
女
子
学
生
に
演
習
と
し
て
課
し
た
も
の
が
、
資
料
と
し
て
用
い
ら
れ
て

い
る
こ
と
を
附
記
す
る
。
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